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あ
 ●朝・昼・晩に歯ミガキを‼

歯は臓器の一つです。歯を失う原因は歯周病です。歯の周りの歯

垢（プラーク）を取り除くことが大切です。

プラークは８時間で歯の表面およびその周囲に作られます。その

ため、食後の歯ミガキがむし歯および歯周病の予防に不可欠です。

年に３、４回は歯医者に行こう‼

なぜならば、歯ブラシと歯間ブラシで処理したとしても、取れる

プラークは 85% です。狙いは歯と歯肉の間に生じるみぞ（ポケット）

です。

欧米諸国では、「フロス　オア　ダイ」と言われ、「歯を磨かない

と死にます。」との意味です。プラークが全身に影響を及ぼすためです。

朝・昼・晩に歯ミガキを‼
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ことが望ましいと言われています。

◆歯の矯正治療は痛みを伴いますか？

その痛みは日常の生活に支障ないものと言えます。痛みの程度

については個人差が認められます。

痛みに関しては、奥歯の間に装置を入れる時の痛み、ワイヤー

などを装着して歯が動きはじめる時の痛み、装置を装着した時の

違和感などがあります。これらの痛みは数日で治ります。

以前に比べ歯の矯正のための装置は進化し、治療期間が短縮さ

れる傾向にあります。 

◆大人になっても歯並びを治すことができますか？

歯根を支える骨などの組織が健康ならば、基本的に年齢に関係な

く、歯科矯正治療は可能です。

歯の周りの組織は、歯のほうから歯根膜、歯そう骨、歯ぐきからなっ

ています。歯並びをよくするには、歯に装置を装着し、力をかけて

骨の中で歯を移動させます。

大人はあごの成長が止まり、あごの骨の形が完成されています。

術前 術後

 ●金属・歯科用について

口・歯に使用する金属は安定したものが望ましく、金を含む合金

が使用されています。

口の中は思ったより、厳しい環境です。熱い食べ物、氷のような

冷たい食べ物と、酸っぱい食べ物、および甘い食べ物などの影響を

受けます。また、かむ回数は１日に何

万回と言われていますので、使用され

ている金属の耐摩耗性が不可欠です。

さらに、つめ物、かぶせ物を作成する

には精密度の高い金属を必要とします。

 ●矯正歯科クリニック　≫審美性の回復

我が国で、歯並びに自信のない人は 73% と言われています。

◆歯科矯正治療

歯の矯正治療が、歯の美容の主となっています。歯並びが悪い（歯

列不正と言います）人たちを対象に歯科矯正治療が行われており、

歯の大きさとあごの骨の大きさに不調和を有することから、歯並

びに異常が生じると言われています。

歯列不正は、将来にお口の機能障害を認め、種々の歯科疾
し っ

患
か ん

に

おちいる可能性が高いことから、できるだけ早期に治療を受ける

矯正歯科クリニック　≫審美性の回復

き

（かぶせ物） （歯）
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フォネート製剤は、骨破壊を抑えることで、骨密度を増やす効果が

あります。この薬は年齢にかかわらず効果があります。

歯科を受診する時は、「骨粗しょう症の薬の服用」を伝えてくださ

い‼

骨粗しょう症の患者は、ビスホスフォネート製剤を服用している

ことから、薬剤関連性顎
が っ

骨
こ つ

壊
え

死
し

を起こす可能性があり、また近年、

骨のがん治療に用いるデノスマブ（Dmab）にも起こると言われてい

ます。歯を抜く時にビスホスフォネート

製剤を服用していると、顎骨壊死の発生

率は 0.04% で、Dmab は 0.07 〜 1.9％で

あることが報告されています。注意を‼

 ●ホワイトニングについて

術後に歯の着色が再発することがあります。術後のケアがKeyです。

変色・着色の項（P149）を参照してください。

　◆タバコ、コーヒーなどによる歯の着色は取れますか？

最近、中高年の人たちから「タバコをやめたことから、前の歯

の着色が気になりだした。白い歯にもどしてほしい」とのことで

来院されるケースが多い傾向にあります。タバコ、コーヒーなど

による歯の着色はホワイトニングにより白い歯にもどすことがで

きます。

ホワイトニングについて

材でできたかぶせ物であり口の中で安定しています。ただし、こ

の種のかぶせ物は保険外です。

 ●ペットボトルを「食べる細菌」について
 ≫奈良先端科学技術大学の研究

大阪・堺のペットボトル処理工場から、ペットボトルを食べる細菌

が分離・検出され、2005 年にイデオネラ・サカイエンシスと学名が

付けられました。この細菌は、２種類の酵素を産生し、ペットボトル

の素材として使用しているポリエチレンテレフタレート（PET）を

分解し栄養源とします。厚さ２mm の PET を、約２カ月で二酸化炭

素と水に分解します。今後のペットボトル対策として、注目されます。

 ●骨と骨粗しょう症とは

骨の強度は、カルシウムだけでなくコラーゲンがその強度に関与

しています。骨を鉄筋コンクリートで例えると、コンクリートがカ

ルシウムで、コラーゲンが鉄筋です。骨には両者が必要です。また、

骨はカルシウムを蓄える役割があり、牛乳中の MBP（タンパク質）

がカルシウムの溶出を抑える役割があります。

骨は、骨吸収（破壊）と骨形成を繰り返しながら、骨の作り替え

を行い、年間に 40％も入れ替わり、200 本以上の骨が３年で新しく

なると言われています。骨粗しょう症の患者に投与されるビスホス

ほ

ほ


